
株式会社ミヤシタ

　検針員の高齢化により常に欠員の不安があるほか、出勤シフトや天候不
順により検針日のずれが発生するため、月ごとの正確な使用量が把握できな
いという問題を抱えていた同社。以前はネットワークコントロールユニット
（NCU）を取り付けていたが、先に取り付けを行っていた卸系列企業から
LPWA通信システムの情報を得て申請を決断した。導入後は検針業務の人

的ミスが消滅したことや、天候や
人員に左右されることなく安定し
てガスの使用量が取得できるよ
うになったことが大きいと同社の
宮下功社長は話す。
　電波が届きにくいと予想され
た山間部にも機器の設置を予定
していたため、電波の安定性と信
頼があるメーカーを選定。選定し
たメーカーは機器取り付けの設
置数が多く実績があり、設置に関
するノウハウの蓄積が心強かっ
たという。

安定したガス使用量の把握を実現
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　創業は明治13年。米穀商から始まり、石炭販売からガスへと顧客のニーズ
や時代の流れをくんで経営業態を変化させ、地域密着企業として地域に親し
まれている株式会社ミヤシタ。現在はLPガス事業のほか学習塾を経営するな
ど地域の暮らしに加え、子どもの成長を見守るなど多角化を進める。社内の
チームワークの良さと協力会社との連携力を活かし、チームで顧客情報を共
有しながら迅速な対応も評判だ。

（群馬県高崎市）
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　今回の作業の難点としては、申請作業までの期間が短く、設置数に上限が
あるなかでの設置先選定が難渋。さらに全件の現地確認が困難だったため、
予定していた設置先が電波の関係で設置ができなくなったケースがあり、設
置リストに変更が生じた。加えて、設置写真に表記する通し番号はずれないよ
うに注意することをアドバイスとして挙げていた。メリットとしては、以前のシ
ステムでは設置時に顧客が不在だと取り付けができなかったが、LPWAシス
テムはその心配がなく不在時でも設置ができるため特に遠方の作業の効率
が上がったという。
　導入後には、遠隔での遮断と現地での遮断を併用してしまったことで、訪問
をしたにも関わらず開栓ができず顧客を待たせてしまうトラブルが発生。遮
断ルールの制定を行った。

短期間の申請作業で、困難だった顧客選定

　「まずは、事務作業を簡略化していきたい。郵送費などの経費削減を目指
し、今年度中にWEB請求に向けたシステムの入れ替えを検討しています。ま
た、得られる検針情報をシステムに反映することで効率化し、ミスの撲滅や、
配送にも生かしていきたい。もうすぐ設
置率が70％になるので、100％を目指し
ながら、来年にはゴールド保安認定事
業者を取得するスケジュールを立てて
います。ゴールドになったら、システム導
入のメリットなども発信していきたいと
思います」と話す宮下社長。時代に合わ
せた臨機応変な対応がこの先も生かさ
れていく。
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今後の展望








